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十日町で初！

の
一小林雅幸選手（＋日町高1年）一

　第45回国民体育大会（とびうめ国体）秋

季大会3日目の10月23β、陸上少年男茅B

5，000mに出場した小林雅幸選手（十高1年〉

は残り150mからスパートし、14分52秒42の

タイムで国体初優勝という十費町で初の快

挙を成し遂げました。．

　また、27日に行われた県高校駅伝大会で

も十日町高校優勝の原動力となる大活躍を

しました。



緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
が
ス
タ
ー
ト

、
簿
、
撒

讐
ぴ
欝
》
、
、

協力員といっしょに説明を受け、試験通報をする金子さん

　
市
で
は
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
身
体
障
害
者
に
対
し
て
、
急
病
や
災

害
等
緊
急
時
に
迅
速
で
適
切
な
対
応
を
行
い
、
安
心
し
て
住
め
る
地
域
福
祉

社
会
を
作
る
た
め
に
、
地
域
の
住
民
や
民
生
児
童
委
員
、
消
防
署
の
協
力
を

得
な
が
ら
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
月
号
は
、
こ
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
と
、
こ
れ
か
ら
の
在
宅
福
祉
に
つ

い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

緊
急
通
報

　
　
　
シ
ス
テ
ム
と
は

　
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
や
体
に

障
害
を
も
つ
人
が
、
家
庭
内
で
病
気

な
ど
の
緊
急
事
態
が
起
き
た
と
き
に
、

近
所
の
人
や
消
防
署
な
ど
に
簡
単
に

通
報
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　
市
内
の
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

は
四
月
一
日
現
在
で
二
百
八
十
八
人

で
す
。
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
は
こ
れ

ら
の
人
や
一
人
暮
ら
し
の
重
度
身
体

障
害
者
を
対
象
に
し
て
、
十
月
二
十

九
日
㈲
に
、
六
十
三
人
の
利
用
者
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
国
の
日
常
生
活

用
具
給
付
等
（
貸
与
）
事
業
を
利
用

一
し
て
開
始
さ
れ
た
も
の
で
、
県
内
で

は
半
数
近
く
の
市
が
な
ん
ら
か
の
方

式
を
用
い
た
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
て
い
ま
す
。
十
日
町
市
も
在

宅
福
祉
制
度
の
充
実
を
図
る
目
的
で

今
年
度
導
入
を
決
定
し
て
い
た
も
の

で
、
二
十
四
時
間
体
制
の
消
防
署
に

受
信
設
備
を
置
く
の
は
、
県
下
で
は

初
め
て
で
す
。

通
報
の
し
く
み
と

　
　
　
緊
急
時
の
対
応

　
緊
急
通
報
装
置
利
用
者
一
人
に
つ

い
て
三
人
の
協
力
員
を
定
め
、
協
力

員
①
と
し
て
近
所
の
人
を
、
協
力
員

②
と
し
て
最
寄
り
の
民
生
児
童
委
員

に
、
さ
ら
に
協
力
員
③
と
し
て
消
防

署
に
お
願
い
し
て
あ
り
ま
す
。

　
緊
急
通
報
用
電
話
機
は
、
普
段
は

普
通
の
電
話
機
と
し
て
使
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
が
、
非
常
時
は
電
話
機

に
つ
い
て
い
る
「
非
常
ボ
タ
ン
」
を

押
す
か
、
ペ
ン
ダ
ン
ト
形
の
発
信
機

壌
　
便
利
に
な
っ
て
あ
り
が
た
い

ま饗
で
す
ね
。
去
年
家
の
中
で
転
び
、

難
難
や
っ
と
電
話
を
し
た
こ
と
が
あ

灘
　
、

麟
り
　
こ
れ
か
ら
は
安
心
で
す
。

糖
欝

利用者金子ノブさん

　　　（本町西1）

　
　
　
い
ざ
と
い
う
時
は
電
話
番
号

謙繋
を
全
部
回
す
の
は
大
変
だ
と
思

懸饗
い
ま
す
が
、
こ
れ
な
ら
大
丈
夫
。

撚灘
特
に
夜
中
が
安
心
で
き
ま
す
。

縫

協力員金子紀子さん
　　　（宮下町西）

　
　
家
庭
奉
仕
貝
の
方
が
が
ん
ば

　楼
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、
夜
は

羅
、

叢
．
・
心
配
で
す
。
来
年
は
設
置
数
を

　
ぽ
こ縷

増
や
し
て
欲
し
い
で
す
ね
。

叢

んさ爾
）

敬
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村
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の
「
緊
急
ボ
タ
ン
」
を
押
す
こ
と
に

よ
っ
て
緊
急
通
報
が
行
わ
れ
ま
す
。

ペ
ン
ダ
ン
ト
形
の
発
信
機
は
常
に
首

な
ど
に
か
け
て
お
け
る
の
で
、
一
人

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
家
の
中
で
動

け
な
く
な
り
、
電
話
機
に
手
が
届
か

な
い
場
合
で
も
送
信
が
で
き
る
の
で

安
心
で
す
。

　
こ
の
非
常
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
る
と

自
動
的
に
協
力
員
①
の
と
こ
ろ
に
送

信
さ
れ
、
緊
急
通
報
を
し
た
人
と
通

話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
通

報
者
が
受
話
器
を
上
げ
な
く
て
も
部

屋
の
中
で
あ
れ
ば
通
話
は
可
能
な
状

態
に
な
り
、
通
報
内
容
に
よ
り
緊
急

通
報
宅
へ
か
け
つ
け
、
必
要
に
応
じ

て
消
防
署
、
警
察
署
、
親
せ
き
、
医
院

編麟．繍麟

　、棄麟藁
馨葦

翻難

き

，
蕪

嚢

な
ど
に
通
報
し
ま
す
。
も
し
協
力
員

①
の
人
が
不
在
の
場
合
は
（
一
分
間

呼
び
出
し
て
も
応
答
者
が
出
な
い
場

合
）
、
自
動
的
に
協
力
員
②
の
と
こ

ろ
に
通
報
が
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
協
力
員
②
の
人
も
不
在
の

場
合
は
、
二
十
四
時
間
体
制
の
消
防

署
に
緊
急
通
報
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
消
防
署
に
は
専
用
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
を
設
置
し
、
あ
ら
か
じ
め

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
利
用
者
の
血
液

型
や
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
、
健

康
状
況
な
ど
の
デ
ー
タ
を
登
録
し
、

通
報
者
に
対
し
て
素
早
い
対
応
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
を
取

廷
菱

霧
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消防署は24時問体制で見守ります

り
巻
く
市
民
、
緊
急
時
の
対
応
機
関

で
あ
る
消
防
署
、
お
よ
び
行
政
が
連

携
し
あ
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
、
地

域
福
祉
、
社
会
福
祉
の
増
進
を
図
ろ

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
緊
急
通
報
用
の
電
話
機
は
市
が
利

用
者
に
貸
与
す
る
も
の
で
、
費
用
に

つ
い
て
は
、
利
用
者
の
世
帯
の
所
得

に
応
じ
て
個
人
負
担
を
し
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の

　
　
　
　
　
在
宅
福
祉
は

　
寝
た
き
り
老
人
対
策
か
ら
、
寝
た

き
り
に
さ
せ
な
い
た
め
の
対
策
へ
と

考
え
方
が
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

脳
梗
塞
や
骨
折
等
、
お
年
寄
り
の
寝

た
き
り
要
因
の
防
止
と
と
も
に
、
本

人
の
自
立
を
援
助
す
る
施
策
の
充
実

が
さ
ら
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
家
庭
奉
仕
員
を
増
員
し
、

要
請
に
じ
ゅ
う
ぶ
ん
対
応
で
き
る
体

制
を
整
え
、
お
む
つ
交
換
か
ら
入
浴

の
世
話
、
食
事
の
介
護
や
車
椅
子
に

よ
る
散
歩
ま
で
、
き
め
細
か
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
（
送
迎
・

食
事
・
日
常
動
作
訓
練
・
養
護
）
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
一
週
間
か
ら
最

高
二
十
八
日
間
の
短
期
入
所
）
と
併

せ
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
お
年
寄

り
も
家
族
も
安
心
し
た
生
活
が
で
き

る
よ
う
援
助
し
て
い
き
ま
す
。
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　11月3日（文化の日）付けで、秋の

叙勲受章者が発表され、菅井十二蔵さ

んが晴れの栄誉に輝きました6

　　　　　　　　　　　　　　　　働
厚生大臣・農林水産大臣・県知事

から次の4名の皆さんが表彰を受けら
れました。長年のご活躍たいへんあり

がとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　働

愈

愈

勲
六
等
瑞
宝
章

すがい　　と　にぞう

菅井十二蔵さん
　（谷内丑1・72歳）

　
「
思
い
も
よ
ら
な
い
受
章
で
し
た
。

仕
事
を
苦
労
だ
と
感
じ
な
い
で
三
十
年

間
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
」
と
温
厚
な

顔
で
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
菅
井
さ
ん

は
昭
和
十
八
年
に
勲
七
等
瑞
宝
章
を
受

章
。
今
回
は
二
回
目
の
受
章
と
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
二
十
年
、
終
戦
直
後
の
十
月
に

新
潟
県
巡
査
を
拝
命
、
以
来
三
十
年
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
　
　
　
　
　
　
　
職

　
　
〔
警
察
功
労
〕

に
わ
た
－
警
察
業
務
に
従
事
し
て
き
撫

し
た
。
二
十
一
年
一
月
の
巻
署
を
振
り
㈱

出
し
に
五
±
年
一
二
月
退
職
す
る
ま
で
、
繍

八
カ
所
の
警
察
署
に
勤
務
し
、
主
に
交
繊

通
畑
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
　
　
　
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蹄

　
「
浮
き
草
稼
業
の
警
察
官
は
、
そ
こ

に
住
む
住
民
が
好
き
に
な
ら
な
け
れ
ば
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
め
で
す
ね
。
土
地
に
ほ
れ
、
仕
事
に
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購

ほ
れ
、
妻
に
ほ
れ
、
こ
れ
が
格
言
と
言

っ
て
も
い
い
で
す
ね
」
と
満
面
の
笑
み
蝋

で
話
し
ま
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
顯

　
堅
実
で
明
る
く
温
厚
な
性
格
を
か
わ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
退
職
後
は
、
交
通
安
全
協
会
の
車
庫
黙

調
査
員
を
十
二
年
。
現
在
は
市
の
民
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
と
し
て
地
域
の
良
き
相
談
相
手
と
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巖

な
っ
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

鰻

騒

食
品
衛
生
功
労
で
厚
生
大
臣
表
彰

転
犠
撚
灘
　
き

田村多一郎さん
（西本町2・60歳）

　
田
村
さ
ん
は
、
三
十
年
に
わ
た
る
食

品
衛
生
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
た
功
績
が

認
め
ら
れ
、
十
月
十
九
日
都
内
の
椿
山

荘
で
厚
生
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
も
、
先
輩
や

同
僚
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
や
ア
ド
バ
イ
ス

の
お
か
げ
で
す
。
家
族
や
従
業
員
の
協

力
も
支
え
に
な
り
ま
し
た
」
と
話
す
田

蒙

村
さ
ん
。
昭
和
二
十
三
年
十
八
歳
の
時

東
京
へ
す
し
職
人
の
修
業
に
出
か
け
、

三
十
年
に
十
日
町
へ
帰
っ
て
開
業
以
来
、

こ
の
道
一
筋
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

　
三
十
五
年
食
品
衛
生
指
導
員
制
度
発

足
と
同
時
に
指
導
員
と
な
り
、
以
来
会

の
要
職
を
経
な
が
ら
五
十
七
年
に
協
会

長
に
就
任
。
今
日
に
至
る
ま
で
食
生
活

改
善
運
動
や
食
中
毒
未
然
防
止
な
ど
、

食
品
衛
生
行
政
に
尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　
「
協
会
発
足
当
時
、
日
食
会
館
建
設

の
た
め
衛
生
備
品
を
売
り
歩
い
た
の
が
、

一
番
の
思
い
出
。
現
役
と
し
て
受
賞
で

き
幸
せ
者
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

米生産者調査で農林水産大臣表彰新素材の開発で県知事表彰技術賞

　
霜
垣
さ
ん
は
、
昭
和
五
十

年
以
来
十
五
年
間
農
林
水
産

統
計
の
作
成
に
協
力
し
、
こ

の
程
農
林
水
産
大
臣
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
調
査
は
、
米
生
産
に

お
け
る
経
営
費
や
労
働
時
間

等
、
農
作
業
を
し
た
つ
ど
台

帳
に
記
帳
す
る
も
の
で
、
霜
垣

さ
ん
の
地
道
な
努
力
が
認
め

ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
形
状
記
憶
糸
の
加
工
シ
ス

テ
ム
の
研
究
で
県
知
事
表
彰
・

技
術
賞
を
受
賞
し
た
十
日
町

機
械
工
業
㈱
の
星
名
甲
子
郎

さ
ん
は
、
「
い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち

の
協
力
が
あ
っ
て
生
ま
れ
た

新
素
材
で
す
か
ら
、
地
場
産

業
の
お
役
に
立
て
れ
ば
有
り

難
い
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
高

齢
者
や
病
人
の
衣
料
と
し
て

霜垣　 実さん

　（麻畑・55歳）

　
「
十
五
年
間
の
デ
ー
タ
が

今
で
は
仕
事
の
時
期
や
段
取

り
に
生
き
て
い
ま
す
。
夜
の

作
業
で
多
少
の
わ
ず
ら
わ
し

さ
は
あ
り
ま
し
た
が
、
い
い

財
産
に
な
り
ま
し
た
」
と
熱

っ
ぽ
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
当
時
、
霜
垣
さ
ん
の
田
は
乾
田
が
少
な

く
、
五
反
歩
あ
ま
り
の
条
件
の
良
く
な

い
田
か
ら
、
い
か
に
収
益
を
あ
げ
る
か

が
課
題
で
し
た
。
沼
田
の
親
せ
き
ま
で

行
っ
て
肥
料
の
研
究
を
し
た
り
反
別
や

肥
料
の
量
を
正
確
に
把
握
す
る
な
ど
の

活
動
が
、
こ
の
仕
事
を
依
頼
さ
れ
る
き

っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。
調
査
員
の
役

目
も
昨
年
度
で
終
わ
り
、
十
五
年
間
の

経
験
を
も
と
に
、
い
っ
そ
う
の
良
質
米

づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

星名甲子郎さん
（寿町2・3・66歳）

も
こ
れ
か
ら
期
待
し
て
い
ま

す
」
と
感
想
を
話
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
研
究
は
昭
和
六
十

三
年
に
は
一
応
の
完
成
を
見

て
い
た
も
の
で
す
が
、
ま
っ

た
く
の
新
素
材
で
あ
る
た
め

物
性
の
解
明
と
製
品
化
テ
ス

ト
を
続
け
て
い
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て
作
ら
れ
る

新
素
材
は
、
形
状
記
憶
性
や
伸
縮
性
が

あ
る
な
ど
の
特
徴
の
ほ
か
、
遠
赤
外
線

の
効
果
と
思
わ
れ
る
特
徴
も
あ
り
、
一

部
の
特
性
は
ま
だ
未
解
明
で
す
。

　
現
在
婦
人
用
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
な
ど
に
製

品
化
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
新
素
材

の
特
性
を
生
か
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
の
利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
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社
会
福
祉
功
労
で
県
知
事
表
彰
．

　
柳
さ
ん
は
、
ご
自
身
も
重
度

身
体
障
害
者
で
あ
り
な
が
ら
、

広
く
地
域
福
祉
の
増
進
に
努
力

し
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
県
知

事
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

ん
さ
劇

實
沼

　
町

　
泉

ロ
　
　

杣

　
　
特
に
十
日
町
傷
痩
軍
人
会

　
　
の
結
成
に
当
た
っ
て
は
発

　
　
起
人
と
し
て
参
画
。
以
来

　
　
会
の
運
営
に
努
力
し
、
会

　
　
貝
の
援
護
と
更
正
、
福
祉

　
　
の
増
進
に
努
め
、
会
の
発

　
　
展
に
寄
与
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
こ
れ
ま
で
に
、
新

潟
県
精
神
薄
弱
者
育
成
会
評
議

委
員
、
精
神
薄
弱
者
相
談
員
、

身
体
障
害
者
団
体
の
役
職
、
社

会
福
祉
法
人
の
理
事
な
ど
、
数

多
く
の
福
祉
関
係
の
役
職
を
歴

任
し
て
き
ま
し
た
。

　
　
「
大
勢
の
方
の
ご
指
導
、
ご

鞭
燵
の
お
か
げ
で
受
賞
す
る
こ

と
が
で
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
族
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
わ
た
し
自
身
、
活
動
を
通

し
て
若
さ
も
健
康
も
保
っ
て
来

れ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
え
受
賞
ま
で
さ
せ
て
い
た
だ

き
二
重
の
喜
び
で
す
」
と
受
賞

の
喜
び
を
語
り
ま
し
た
。

駄蝦輔目睡錨事務局懸
ウ闘騨闘0儲移転じましだ。

　来年2月業日ま難「犬好き華日町会」事務局

薄書、クロス10（観光協会内）　に禾多転しました。

o場所ク鷺スio、4階（本瞬6－1）

ロ連絡費52－6898

県社会福祉協議会会長表彰
　　　10月18日伽第40回県民福祉大会の席上で表彰されました。

本
田
雅
子
さ
ん

　
（
本
町
一
上
・
6
3
歳
）

佐
藤
重
夫
さ
ん

　
（
当
間
・
6
3
歳
）

　昭和49年12月以降15年4カ月に

わたり、一人暮らし老人に対して

熱心な世話と婦人民生委員の先頭

に立った活躍が認められました。

　昭和40年12月から52年11月まで

の12年間と61年12月から現在に至

るまで、民生・児童委員として地域

の中での活躍が認められました。

大
津
　
　
久
さ
ん

　
（
魚
之
田
川
・
5
6
歳
）

田
ロ
セ
ツ
子
さ
ん

（
田
中
町
本
通
り
・
56
歳
）

　昭和49年12月以来15年4カ月に

わたり、民生・児童委員の中堅と

して地域の中で活躍していること

が認められました。

　昭和49年12月以来15年4カ月に

わたり、困っている人と市とのパ

イプ役となり献身的な活動が認め

られました。

社団法人十日町青年会議所

　代表者　理事長尾身孝昭さん

　昭和45年から市内の重度障害者を対

象とした研修旅行を主催。昨年は公共

施設等を点検し福祉マップを作成。そ

の他献血や交通指導等、広いボランテ

ィア活動が認められました。

華

き
書

盛りだくさんの内容で実施されま

全国大会（嘉）への切符を獲得

一一十高男子、県高校駅伝競争大会優勝一

　
十
月
二
十
七
日
ω
、
新
発
田
市
で
行
わ

れ
た
県
高
校
駅
伝
競
争
大
会
で
、
十
日
町

高
校
が
二
人
の
一
年
生
の
活
躍
な
ど
で
優

勝
し
、
十
二
月
に
京
都
で
行
わ
れ
る
全
国

大
会
へ
の
出
場
切
符
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。

　
レ
ー
ス
は
一
区
の
小
林
選
手
が
国
体
の

疲
れ
も
見
せ
な
い
快
走
で
リ
ー
ド
を
奪
い

ま
し
た
が
、
中
盤
は
中
越
高
校
と
肩
を
並

べ
て
走
る
激
し
い
ト
ッ
プ
争
い
に
。
最
後

は
ア
ン
カ
ー
の
斎
喜
選
手
が
中
越
高
校
を

競
技
場
で
抜
き
返
し
、
一
秒
差
を
つ
け
て

テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
女
子
も
二
位
に
食
い
込
み
、
北

信
越
大
会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

男
子
の
出
場
選
手
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

一
区
・
小
林
雅
幸
、
二
区
・
渡
辺
修
司
、

三
区
・
風
巻
潤
一
、
四
区
・
小
海
裕
、
五

区
・
柳
高
志
、
六
区
・
大
渕
健
、
七
区
・

斎
喜
直

〉
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
力
走
す

　
る
斎
喜
選
手

▲
激
戦
だ
っ
た
レ
ー
ス
を
報
告

　
す
る
品
川
監
督
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知
事
と
の
対
話
で
積
極
意
見

　
　
　
津
南
町
で
「
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」

　
　
十
月
二
十
四
日
㈱
、
津
南
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
「
知
事
と
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
が
開

　
か
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
知
事
と
県
民
が
直
接
対
話
を
し
、
県
民
の
声
を
県
政
に
生
か
そ
う

　
と
昨
年
か
ら
始
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
十
日
町
市
か
ら
約
百
人
が
参
加
し
た
の
を
含
め
、

　
約
七
百
人
が
集
ま
っ
た
中
、
金
子
県
知
事
が
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
に
出
席
し
ま
し
た
。
一
．
一
時

　
間
を
超
え
る
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
で
は
、
十
三
人
が
道
路
、
福
祉
、
農
業
問
題
な
ど
、
身
近

　
な
問
題
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　
金
子
県
知
事
は
午
前
中
郡
内

の
施
設
を
視
察
、
十
日
町
市
で

は
宇
都
宮
の
十
日
町
シ
ル
ク
工

場
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
午
後
一
時
半
か
ら
始
ま
っ
た

「
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
」
で
は
、

ス
ラ
イ
ド
上
映
の
あ
と
、
「
雪
深

い
中
魚
沼
地
域
の
皆
さ
ん
が
、

農
業
、
地
場
産
業
、
観
光
振
興
、

地
域
福
祉
に
積
極
的
に
取
り
組

　　蝦礎霞

ま
れ
て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表

し
ま
す
」
と
知
事
は
あ
い
さ
つ

し
、
参
加
者
と
の
一
問
一
答
形

式
の
自
由
発
言
に
移
り
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
新
ト
ン
ネ
ル
の

要
望
に
対
し
て
知
事
は
、
「
こ
の

地
域
に
ト
ン
ネ
ル
を
開
け
て
く

れ
と
い
う
話
は
二
つ
三
つ
あ
る

が
、
い
っ
ぺ
ん
に
開
け
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
リ
ゾ
ー
ト
地

域
の
動
向
を
踏
ま
え
な
が
ら
実

に
入
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
も

う
す
こ
し
時
間
を
貸
し
て
い
た

だ
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
か
ら
も
四
人
の
発

言
が
あ
り
、
そ
の
内
容
は
次
の

と
お
り
で
し
た
。

▼
小
宮
山
勇
さ
ん
　
下
条
中
央

公
園
の
体
験
学
習
ゾ
ー
ン
設
置

〈
知
事
さ
ん
お
願
い
し
ま
す

な
ど
に
対
す
る
県
の
援
助
に
つ

い
て
。

▽
知
事
　
地
元
と
十
日
町
市
が

今
後
ど
う
す
る
か
検
討
し
、
そ

の
上
で
相
談
を
。

▼
樋
口
利
明
さ
ん
　
利
雪
隊
の

設
置
を
。
魅
力
的
な
豪
雪
地
の

市
街
地
を
作
る
た
め
に
、
お
も

し
ろ
公
共
施
設
を
。

▽
知
事
　
地
域
で
の
雪
の
利
活

用
に
つ
い
て
は
県
と
し
て
も
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
再
来
年
は

国
際
的
な
雪
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
長
岡
で
予
定
し
て
い
る
。

▼
根
津
三
郎
さ
ん
　
十
日
町
高

等
職
業
訓
練
校
を
こ
れ
以
上
縮

小
し
な
い
よ
う
に
。
試
験
場
の

施
設
の
拡
充
と
人
員
増
を
。

▽
知
事
　
新
卒
者
が
減
っ
て
き

て
い
る
中
で
、
人
材
育
成
に
つ

い
て
地
元
と
話
合
い
な
が
ら
考

え
る
。
十
日
町
試
験
場
は
今
後

整
備
に
努
め
る
。

▼
名
地
武
文
さ
ん
　
飯
山
市
の

産
廃
処
理
場
に
対
す
る
県
の
取

り
組
み
と
、
産
廃
処
理
場
の
規

制
は
。
十
日
町
病
院
の
医
師
の

確
保
を
。

▽
知
事
　
処
理
場
建
設
の
届
出

の
要
綱
を
作
る
。
県
外
に
で
き

る
処
理
場
に
つ
い
て
は
、
．
下
流

地
域
と
し
て
の
最
低
限
度
の
環

境
保
全
措
置
に
つ
い
て
申
し
入

れ
る
こ
と
は
必
要
。
医
師
の
確

保
に
つ
い
て
は
、
県
内
全
体
の

医
師
不
足
の
中
で
や
り
く
り
を

し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
十
月
二
十
三

圏
　
日
㈹
広
域
市
町

　
　
　
　
　
　
村
圏
協
議
会

域
催
（
会
長
●
丸
山

広
舗
市
長
）
は
・
第

折
議
三
次
広
域
市
町

塵
漏
審
村
圏
計
画
を
策

た
個
定
す
る
た
め
の

し
跡
審
議
妻
長
・

　
　
　
ロ

ざ
市
樋
口
市
議
会
議

　
　
　
域
長
）
を
ク
・
ス

め
広
謂
き
ま
し

を
繊
た
・

紀
町
　
広
帯
町
村

世
相
増
観
榴

21
　
　
日
町
市
●
川
西

　
　
　
　
　
　
町
・
津
南
町
・

中
里
村
で
構
成
し
、
こ
れ
ま
で

に
第
一
次
広
域
圏
計
画
を
四
十

七
年
三
月
に
、
第
二
次
計
画
を

五
十
六
年
三
月
に
策
定
。
通
勤

や
通
学
な
ど
日
常
生
活
の
拡
大

に
よ
る
圏
域
の
共
通
問
題
に
対

応
し
て
き
ま
し
た
。

　
今
こ
の
圏
域
に
は
、
国
の
承

認
を
得
た
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
、
北
越
北
線
の

電
化
・
高
速
化
の
決
定
、
克
雪
・

利
雪
・
親
雪
対
策
、
人
材
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
な
ど
広
域
的

に
対
応
す
べ
き
課
題
が
増
大
し

て
お
り
、
そ
の
諸
施
策
の
推
進

が
特
に
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
第
三
次
広
域
圏
計
画
の
策
定

に
あ
た
り
、
本
年
五
月
に
実
施

新広域圏の答申をお願いす．る丸山会長

し
た
圏
域
住
民
の
意
識
調
査
等

を
踏
ま
え
、
平
成
三
年
度
か
ら

十
二
年
度
を
目
標
年
度
と
す
る

二
十
一
世
紀
へ
向
け
た
十
力
年

の
基
本
構
想
を
計
画
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
圏

域
の
将
来
像
を
「
う
る
お
い
と

活
力
に
あ
ふ
れ
二
十
一
世
紀
に

向
か
っ
て
発
展
す
る
圏
域
」
と

し
、
基
本
目
標
（
施
策
の
大
綱
）

を
設
定
し
ま
し
た
。

①
都
市
基
盤
が
整
備
さ
れ
た
圏

域
を
め
ざ
す
。

②
快
適
な
生
活
環
境
を
備
え
た

圏
域
を
め
ざ
す
。

③
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
圏

域
を
め
ざ
す
。

④
人
間
性
豊
か
で
文
化
的
な
圏

域
を
め
ざ
す
。

⑤
働
く
喜
び
の
あ
る
豊
か
な
圏

域
を
め
ざ
す
。

　
こ
の
基
本
構
想
を
基
に
、
平

成
七
年
度
を
目
標
と
す
る
前
期

基
本
計
画
を
策
定
し
、
来
年
二

月
下
旬
を
目
途
に
審
議
会
よ
り

答
申
を
受
け
る
予
定
で
す
。
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郷
土
の
偉
人
で
儒
医
両
道
の

仁
医
、
尾
台
格
堂
が
没
し
今
年

で
百
二
十
年
に
な
り
ま
す
。
尾

台
棺
堂
没
後
百
二
十
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
で
は
、
十
一
月

二
十
四
日
㈹
・
二
十
五
日
㈲
に

偉
業
を
賛
え
る
記
念
事
業
を
行

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
尾
台
椿
堂
は
そ
の
す
ば
ら
し

い
業
績
・
人
物
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
こ
れ
ま
で
十
日
町
市
で
は

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

よ
う
や
く
昨
年
か
ら
㈹
十
日
町

青
年
会
議
所
が
掘
り
お
こ
し
を

く
尾
台
楷
堂
が
書
し
た
「
座
右
の
銘
」

行
い
、
市
民
に
も
除
々
に
浸
透

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
盛
り
上
が

り
の
機
運
を
消
さ
な
い
た
め
に
、

地
元
中
条
地
区
振
興
会
と
青
年

会
議
所
が
中
心
と
な
っ
て
「
尾

台
椿
堂
没
後
百
二
十
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
（
会
長
樋
口
熊

蔵
）
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
同
会

で
は
記
念
展
、
講
演
会
な
ど
の

記
念
事
業
を
通
し
て
、
尾
台
椿

堂
を
も
っ
と
十
日
町
市
民
に
知

っ
て
も
ら
い
、
さ
ら
に
顕
彰
の

碑
の
建
立
を
実
現
し
、
尾
台
椿

堂
の
人
柄
や
業
績
を
永
世
に
伝

え
て
行
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
尾
ム
・
椿
堂

は
、
寛
政
＋

一
年
（
一
七

九
九
年
）
中
程

条
に
代
々
続
日

く
医
家
に
生
業

ま
れ
・
＋
六
事

歳
で
江
戸
に
念

　
　
　
　
　
　
記

　
　
に
　
ま

　
　
　
　
　
　
年

し
た
．
そ
こ
＋

で
培
わ
れ
た
一
一

　
　
　
　
　
　
百

　
　
　
　
　
　
後

　
　
　
　
　
　
没

　
　
　
　
　
　
堂

　
　
　
　
　
　
椿

　
　
　
　
　
　
ム
・

　
　
　
　
　
　
尾

医
術
は
、
終
生
を
貧
し
い
町
方

の
患
者
の
た
め
に
つ
く
し
た
仁

医
と
し
て
、
人
々
の
尊
敬
を
受

け
、
文
久
三
年
に
は
、
幕
府
の

侍
医
と
し
て
時
の
将
軍
家
茂
に

単
独
拝
謁
し
て
い
ま
す
。

　
尾
台
椿
堂
の
最
大
の
功
績
は
、

四
十
八
巻
に
も
お
よ
ぶ
医
学
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
い

を
残
し
た
こ
と
で
す
。
特
に
「
類

じ
ゅ
ほ
う
こ
う
ぎ

聚
方
広
義
」
は
、
漢
方
医
学
の

貴
重
な
学
術
書
と
し
て
現
代
で

も
広
く
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
三
年
十
一
月
二
十
九
日

に
七
十
二
歳
の
生
涯
を
閉
じ
、

そ
の
墓
所
は
台
東
区
谷
中
の
観

音
寺
に
あ
り
ま
す
。

事業 毯　蒔 機　場』 内　　　　審

記念展

11月24日・25日

午前9時～
午後4時30分

博物館
尾台椿堂と彼を取巻く人々の遺墨等

の展示

講演会
11月24日仕）

午後6時30分

　～8時30分

市民会館

大ホール

第1部落語「尾台椿堂」桂歌助
　　　　　　　　　　（十日町市出身）

第2部講演「今見直される東洋医学」
　　　講師富山医科薬科大学和漢診療部
　　　　　　　　　と　さ　　ひろより
　　　　　　助教授　土佐寛順氏

建碑式

11月25日（日）

午前9時30分

　　　～10時

中条下町
井口正平氏

　　宅前

「誕生の地」石碑

法要
11月25日（日）

午前10時30分

　～11時30分

中条中町

円通寺
百二十年忌

■問い合わせ　中条地区公民館（智52－2748）へ。

市
美

　
第
二
十
三
回
市
美
術
展
が
、

十
月
二
十
八
日
か
ら
三
十
一
日

ま
で
の
四
日
間
十
日
町
市
公
民

館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
．
七
部
門

に
二
百
四
十
三
点
の
作
品
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
作
品
の
審
査
会
は
二
十
一
日

に
行
わ
れ
、
次
の
皆
さ
ん
が
入

賞
し
ま
し
た
。
　
　
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
（
出
品
1
3
点
）

▼
市
展
賞
　
村
山
忍
（
新
座
2
）

▼
奨
励
賞
　
近
藤
静
江
（
上
新

田
一
）
▼
佳
作
　
南
雲
進
（
川

治
上
町
一
）
関
口
守
次
（
田
中

町
東
）
樋
口
一
孝
（
四
日
町
三
）

　
　
　
　
　
　
（
出
品
3
8
点
）

▼
市
展
賞
　
高
橋
求
（
谷
内
丑

一
）
▼
奨
励
賞
　
山
口
清
治

（
松
之
山
町
）
若
月
藤
一
（
城

之
古
三
）
高
橋
貞
良
（
湯
沢
町
）

▼
佳
作
　
宮
内
ト
シ
子
（
本
町

西
一
）
関
口
美
千
男
（
本
町
五
）

富
永
和
也
（
湯
之
谷
村
）
渡
辺

靖
（
六
日
町
）
．
樋
口
啓
子
（
宮

　
　
の

下
町
西
）
大
口
貞
信
（
四
日
町

一
）
大
竹
幸
子
（
六
日
町
）

親
穫
獅
業
纏
（
出
品
－
o
点
）

▼
市
展
賞
　
酒
井
通
一
（
本
町

術
展
入
肯
具
者

二
百
四
十
三
点
の
力
作
が
出
展

多くの力作が出品されました

二
）
▼
奨
励
賞
　
関
常
美
（
稲

荷
町
三
本
通
り
）
▼
佳
作
桑

原
晴
一
（
新
座
二
）

　
　
　
　
　
　
（
出
品
1
6
点
）

▼
市
展
賞
　
山
岸
統
（
松
代
町
）

▼
奨
励
賞
　
桑
原
晴
一
（
新
座

二
）
雲
谷
沙
代
子
（
中
条
新
田
）

▼
佳
作
　
水
沢
中
学
校
美
術
部

小
杉
元
義
（
四
日
町
二
）

　
　
　
　
　
　
（
出
品
1
8
点
）

▼
市
展
賞
　
大
谷
喜
佐
子
（
学

校
町
二
）
▼
奨
励
賞
　
桑
原
昭

夫
（
桜
木
町
）
佐
野
ま
つ
（
本

町
六
－
三
）
▼
佳
作
　
吉
田
地

区
公
民
館
焼
物
教
室
合
作
　
雲

谷
沙
代
子
（
中
条
新
田
）

　
　
　
　
　
　
（
出
品
6
2
点
）

▼
市
展
賞
　
田
村
康
雄
（
塩
沢

町
）
▼
奨
励
賞
　
西
潟
浩
平

（
松
代
町
）
小
林
初
枝
（
小
泉

二
）
大
久
保
義
信
（
川
西
町
）

佐
藤
三
男
（
六
日
町
）
志
田
進

（
大
和
町
）
▼
佳
作
　
庭
野
長

五
郎
（
本
町
七
ー
一
）
羽
龍
時

夫
（
錦
町
二
）
関
谷
美
緯
子

（
本
町
一
下
）
平
野
治
人
（
川

西
町
）
高
橋
邦
治
（
本
町
東
一
）

石
橋
容
子
（
大
和
町
）
村
山
八

重
（
美
雪
町
二
）
内
山
純
一

（
津
南
町
）
滝
沢
元
一
郎
（
津

南
町
）
石
沢
皐
竹
（
津
南
町
）

　
　
　
　
　
　
（
出
品
8
6
点
）

▼
市
展
賞
　
庭
野
泰
明
（
本
町

東
一
）
▼
奨
励
賞
　
野
沢
恒
雄

（
新
潟
市
）
佐
藤
栄
作
（
山
本

町
一
）
田
辺
千
勝
（
塩
沢
町
）

田
中
真
治
（
春
日
町
一
）
山
賀

正
伸
（
小
千
谷
市
）
▼
佳
作

斎
藤
久
治
（
塩
沢
町
）
小
林
由

直
（
小
泉
二
）
和
田
卓
也
（
峠
）

樋
熊
フ
サ
子
（
新
座
四
ー
一
）

吉
楽
隆
志
（
中
里
村
）
渡
辺
正

範
（
川
西
町
）
石
川
哲
司
（
田

川
町
一
）
高
橋
多
一
郎
（
松
代

町
）
村
山
栄
一
（
新
座
一
）
宮

沢
健
二
（
小
黒
沢
）
青
木
和
雄

（
塩
沢
町
）
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お年寄り122人が

　　　　熱心に視察
～夕暮れ時、車窓から見る交通安全教室～

＊

＊

夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止
運
動
が
、
十
月

二
十
二
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
の
十
日
問
行

わ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
こ
の
期
間
中
六
回
に

わ
た
り
特
別
事
業
と
し
て
、
お
年
寄
り
を
対

象
と
し
た
「
夕
暮
れ
時
、
車
窓
か
ら
見
る
交

通
安
全
教
室
」
を
行
い
ま
し
た
。

　
市
内
の
老
人
ク
ラ
ブ
六
団
体
百
二
十
二
人

は
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
・
国
道
・
市
街
地

の
交
通
状
況
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
視
察
。
増

渕
交
通
課
長
さ
ん
や
市
交
通
指
導
員
の
夕
暮

れ
時
の
交
通
安
全
の
話
を
熱
心
に
聞
き
入
つ

て
い
ま
し
た
。

人も車もタ暮れ時が一番危険ですよ

＊

　
　
　
　
　
　
　
秋
の
火
災
予
防
運
動
の
一
環
と
し

　
　
　
　
　
　
て
十
日
町
地
域
消
防
本
部
で
は
、
十

　
　
　
　
　
　
■
月
二
十
八
日
㈲
市
役
所
前
駐
車
場
で
、

　
　
　
　
　
　
ち
び
っ
子
を
対
象
と
し
た
消
防
広
場

　
　
　
　
　
　
を
初
の
試
み
で
開
き
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
今
年
の
火
災
発
生
件
数
は
管
内
で

　
　
由
月
～
　
一
二
十
四
件
コ
こ
れ
か
ら
暖
房
器
具
を

場
歓
翻
使
つ
季
節
を
迎
え
、
火
災
発
生
に
注

広
い
揚
意
し
て
も
ら
お
う
と
、
子
供
向
け
の

勒
色
蝦
遊
び
体
験
．
ー
ナ
ー
を
設
け
お
父
さ

消
黄
瀕
冨
響
艇
P
R
し
ょ
う
と
開

子
こ
抽

　
　
ζ
で
　
　
当
日
は
小
雨
が
パ
ラ
つ
く
中
、
親

つ
　
　
で

び
㈲
孟
れ
五
百
人
が
参
如
は
し
ご
車
、

　
　
　
　
手
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
ミ
ニ
消
防
車
、
放
水

ち
　
　
～

　
　
　
　
　
　
消
防
体
験
な
ど
や
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と

顯

錘

欝
熱
、
V
，
、

灘
講
、

らした消防広場は500人の人出

の
記
念
写
真
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た

体
験
、
展
示
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
は
全

て
職
員
の
手
作
り
作
品
。
特
に
は
し

ご
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
に
人
気
が
集
中

し
て
い
ま
し
た
。

灘
灘
醗
墜
懸
綴

■
羅
のわたしたち

心
ひ
と
つ
に
が
ん
ば
る

　
ぼ
く
た
ち
の
学
校
は
、
緑
の
多
い
自

然
の
豊
か
な
所
に
あ
り
ま
す
。
山
に
は

季
節
ご
と
に
山
菜
や
木
の
実
な
ど
が
と

れ
ま
す
。
川
に
は
カ
ジ
カ
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
生
物
が
住
ん
で
い
る
の
で
、

み
ん
な
で
木
の
芽
つ
み
や
、
カ
ジ
カ
と

り
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
秋
に
は
、
文
化
祭
が
あ
り
ま
す
。
文

木の芽つみで木登り

化
祭
に
出
す
さ
つ
ま
い
も
や
ポ
ッ
プ
コ

ー
ン
用
の
と
う
も
ろ
こ
し
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
学
級
で
作
っ
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
文
化
祭
で
、
自
分
た
ち
が
作
っ

飛
渡
第
二
小
学
校

（
廣
川
芳
夫
校
長
・
児
童
数
十
五
人
）

山田佑介くん
　（6年）

た
物
を
、
地
域
の
人
た
ち
に
食
べ
て
も

ら
い
ま
す
。

　
運
動
も
全
員
で
が
ん
ば
り
ま
す
。
飛

二
小
の
高
学
年
は
、
た
っ
た
六
人
な
の

で
、
全
員
親
善
大
会
に
出
ま
す
。
ぼ
く

た
ち
は
、
人
数
は
少
な
い
け
ど
、
力
を

合
わ
せ
て
が
ん
ば
っ
た
の
で
、
水
泳
で

は
全
員
入
賞
。
陸
上
で
は
、
混
成
リ
レ

ー
で
三
位
を
と
る
な
ど
、
い
い
成
績
が

残
せ
ま
し
た
。

　
そ
れ
と
、
み
ん
な
が
ス
ポ
ー
ツ
好
き

で
元
気
で
す
。
昼
休
み
に
は
、
ニ
チ
i

翻
翻
囎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
力

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌧

獣
融
響

こんなにでっか
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灘
灘
灘
騰
騰
騰
籟
，

r辞春二

《

12年の伝統を誇る下条の菊花展は逸品ぞろい

馨

芸
術
の
秋
を
満
喫

　
　
　
　
～
文
化
の
日
市
内
各
地
で
文
化
祭
丁
～

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
文
化
の
日
、
市

内
各
地
で
文
化
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。

各
会
場
に
は
絵
画
や
写
真
・
書
道
・

生
け
花
な
ど
の
力
作
が
展
示
。
ま
た
、

趣
向
を
凝
ら
し
た
催
し
や
バ
ザ
ー
な

ど
に
多
く
の
市
民
が
訪
れ
、
文
化
の

か
お
り
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
下
条
地
区
公
民
館
で
は
、
公
民
館

前
駐
車
場
を
利
用
し
て
、
郡
市
で
一

番
の
規
模
を
誇
る
菊
花
展
が
開
か
れ

ま
し
た
。
下
条
地
区
菊
の
会
（
中
町

由
雄
会
長
）
の
会
員
十
五
名
が
丹
精

込
め
て
育
て
あ
げ
た
作
品
三
百
五
十

点
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た
皆
さ
ん
の

目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。
同
会
で
は

菊
花
展
の
継
続
と
作
品
の
向
上
を
目

指
し
、
毎
年
弥
彦
の
菊
ま
つ
り
に
出

か
け
て
研
究
を
重
ね
て
い
ま
す
。
今

年
も
新
品
種
二
種
類
を
購
入
し
、
普

及
花
と
し
て
新
し
い
菊
づ
く
り
と
品

種
改
良
に
努
め
て
い
ま
す
。
出
展
者

全
員
に
賞
を
つ
け
、
今
後
の
励
み
に

し
て
も
ら
う
な
ど
、
末
長
い
会
の
発

展
に
情
熱
を
注
い
で
い
ま
す
。

舌、、
ノ

馨がそろ

　　　　　　　　　　　　謬　　　　　　　　　　　繋　　　　　　　　　　　婆　　　　　　　　　夢　　　　　　　み　　　　　　逢
　　　　　馨　　　箏　讐
テ

ム
に
分
か
れ
て
野
球
を
し
た
り
す
る
し
、

で
き
な
い
日
に
は
、
ノ
ッ
ク
を
し
た
り

し
て
い
ま
す
。
毎
日
や
っ
て
も
あ
き
ま

児童会みこしだ「ワッショイ、ワッショイ！」

せ
ん
。
そ
れ
だ
け
ス
ポ
ー
ツ
が
好
き
な

の
で
す
。
だ
か
ら
、
体
育
の
時
間
は
み

ん
な
大
好
き
で
す
。

　
児
童
会
の
み
こ
し
を
か
つ
い
で
、
村

を
一
周
す
る
祭
り
を
八
月
の
下
旬
に
行

い
ま
す
。
声
が
か
れ
る
ま
で
村
中
を
ね

り
歩
き
ま
す
。

　
冬
に
な
る
と
、
雪
が
た
く
さ
ん
ふ
り

ま
す
。
ふ
つ
う
は
三
メ
ー
ト
ル
位
ふ
り

ま
す
。
雪
が
ふ
る
と
、
雪
合
戦
や
ス
キ

ー
な
ど
を
や
り
ま
す
。
雪
合
戦
や
ス
キ

ー
ツ
ア
ー
は
雪
を
楽
し
む
ひ
け
つ
で
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
飛
二
小
は
全
員
が
心

を
一
つ
に
し
て
が
ん
ば
る
、
こ
れ
が
ぼ

く
た
ち
の
学
校
自
慢
で
す
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
稲
穂
会
は
、
五
年
前
に
中
平
青
年
団

を
発
展
的
に
解
消
し
て
結
成
し
ま
し
た
。

名
の
如
く
、
春
、
田
に
植
え
た
苗
が
秋

に
は
黄
金
色
に
実
る
稲
穂
の
よ
う
に
、

会
員
が
大
き
く
は
ば
た
き
成
長
す
る
こ

と
を
願
っ
て
命
名
し
ま
し
た
。
明
る
い

村
づ
く
り
、
子
供
た
ち
の
健
か
な
成
長
、

そ
し
て
、
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
多
彩
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
会
員
は
二
十
二
歳
か
ら
四
十

七
歳
ま
で
の
精
鋭
十
人
。
年
会
費
五
千

円
と
村
か
ら
の
行
事
へ
の
補
助
で
運
営

し
て
い
ま
す
。
一
月
は
鳥
追
い
。
ホ
ン

ヤ
ラ
洞
を
子
供
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
作

り
、
親
子
そ
ろ
っ
て
楽
し
い
一
夜
を
過
ご

し
ま
す
。
四
月
は
総
会
。
七
月
は
十
七

夜
ま
つ
り
。
金
魚
す
く
い
、
輪
投
げ
、

宝
く
じ
、
わ
た
あ
め
な
ど
の
縁
日
を
や

っ
て
、
村
中
総
出
の
に
ぎ
や
か
な
ま
つ

り
と
な
り
ま
す
。
八
月
十
三
日
か
ら
十

六
日
ま
で
盆
踊
り
。
今
年
は
踊
り
の
合

間
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
大
好
評

を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
下
旬
に
は
裸

で
会
員
同
志
の
親
睦
を
図
る
旅
行
。
今

年
は
和
倉
温
泉
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

十
一
月
は
納
神
祭
。
す
き
焼
を
作
っ
て

飲
ん
で
歌
っ
て
一
年
の
慰
労
を
し
ま
す
。

そ
の
他
、
会
員
は
消
防
団
員
を
兼
ね
て

お
町
、
消
防
団
活
動
に
も
力
を
注
い
で

い
ま
す
。

　
会
の
悩
み
は
よ
そ
の
地
域
と
同
様
に
、

後
継
者
が
い
な
い
こ
と
で
す
。
現
在
、

高
校
生
ま
で
の
子
供
た
ち
は
二
十
八
人
。

次
代
を
担
う
こ
の
子
供
た
ち
が
、
中
平

を
愛
し
、
誇
り
を
持
っ
て
地
域
に
根
ざ

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
先
輩
の
皆
さ
ん

が
築
い
て
く
れ
た
伝
統
を
引
き
継
ぎ
な

が
ら
、
明
る
い
村
づ
く
り
を
会
員
一
同

団
結
し
て
手
が
け
て
ゆ
き
た
い
と
思
つ

て
い
ま
す
。

9とおガ夢3平成2年11月10日
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まちかご

團　　①わたしの住んでいる中村か

　　ら六箇入口の交差点までの間

が、夜間もう少し明るくなれば中学

生あ通学に助かると思います。市で

防犯灯を設置してくれるという話を

聞きましたが、その内容や手続きを

お伺いします。

②市役所に行って印鑑証明をもら

うとき「市役所に知り合いがいませ

んか」と聞かれ疑問を感じました。

印鑑証明の交付はどのような手続き

をすれば簡単に受けられるのでしょ

うかお伺いします。

麗鞭臭欝多前で申請し

市では、夜間の危険防止と明るい

まちづくりを目指して、防犯灯の設

置を毎年行っています。設置にかか

る費用は、東北電力㈱さんのご好意

による寄附と市の予算でご要望にこ

たえています。設置を希望する地区

は、所定の用紙に設置の理由、電柱

の

｛ 轍灘

南雲澄子さん（中村）

の位置等を示した図面を添付し、嘱

託員の名前で申請していただきます。

緊急度の高い所から順次設置してい

きたいと思います。なお、器具や設

置費用は無料ですが電気料、取替修

理費など維持管理費は、地元負担と

なりますのでご了承ください。

　　　　（総務課総務管理係）

②不正防止のため本人を確認

印鑑登録は、原則として本人が届

けることになっています。また、不

正防止のため、次のいずれかの方法

で本人であることの確認をすること

になっています。

●運転免許証、パスポート等写真の

貼ってある証明書の提示。

●市役所職員の面識による確認。

●印鑑登録をしている人が自署し、

登録印を押した保証書の提出。

これらの確認ができない時は、登録

申請者に文書で照会し、この回答書

を持参してもらうことになります。

　　　　　（市民課市民係）

この欄では，皆さんのところに

お伺いして市役所の仕事などでわ

からないことや疑問点について担

当課でお答えします。近所の話題＼

市に対する提言、ご意見をお侍ち

してし／＼ますのでご連絡ください。

幽連絡先／総務課文書広報係

　　（智57－3／／／内線2／3・2／4）
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十
日
町
の
皆
さ
ん
は
、
長
崎
県
の
大
島
　
　
て
無
人
島
へ
渡
っ
た
思
い
出
も
あ
り
ま

町
と
言
う
所
を
初
め
て
聞
か
れ
た
と
思
　
　
す
。
今
で
も
時
々
柏
崎
の
方
の
海
に
行

い
ま
す
。
長
崎
県
の
佐
世
保
か
ら
船
で
　
　
き
サ
ザ
エ
を
取
っ
た
り
し
ま
す
し
、
両

　
一
時
間
く
ら
い
の
所
に
大
島
と
い
う
島
　
　
親
は
特
に
海
を
懐
か
し
が
り
ま
す
。

が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
が
わ
た
し
が
生
ま
　
　
　
も
う
十
何
年
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

れ
、
中
学
二
年
ま
で
育
っ
た
大
島
町
で
　
　
や
っ
ぱ
り
子
ど
も
を
連
れ
て
帰
っ
て
み

す
。
島
を
一
周
す
る
の
に
歩
い
て
半
日
　
　
た
い
で
す
ね
。

く
ら
い
と
い
う
小
さ
な
町
で
す
。
　
　
　
　
　
仕
事
の
関
係
で
十
日
町
に
住
ん
で
か

　
雪
は
年
に
二
・
三
回
し
か
降
り
ま
せ
　
　
ら
も
う
十
二
年
に
な
り
ま
す
。
雪
が
降

ん
が
、
台
風
の
シ
！
ズ
ン
に
な
る
と
雨
　
　
る
の
は
確
か
に
大
変
な
苦
労
で
す
が
、

戸
を
釘
で
打
ち
付
け
て
い
た
の
を
覚
え
　
　
四
季
の
メ
リ
ハ
リ
が
あ
り
、
自
然
が
こ

て
い
ま
す
。
そ
う
い
え
ば
十
日
町
の
家
　
　
れ
ほ
ど
身
近
に
あ
る
と
い
う
の
は
、
も

に
は
雨
戸
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
　
　
　
　
　
う
都
会
に
は
望
め
な
い
す
ば
ら
し
い
十

　
昔
は
大
島
鉱
業
所
と
い
う
会
社
が
あ
　
　
日
町
の
財
産
だ
と
思
い
ま
す
。

る
炭
坑
の
島
で
し
た
が
、
今
は
造
船
所

が
で
き
た
り
、
ホ
テ
ル
が
建
ち
観
光
の

鵡
斯
鷲
解
や
は
》
レ

り
裏
は
山
、
前
は
海
と
い
う
豊
富
な
自
　
　
　
　
　
　
俳
　
　
　
　
鼻

然
の
中
で
遊
ん
だ
こ
と
や
、
素
潜
り
で
　
　
ぜ
　
幽

ユ0
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ん
ツ
砂
…

わ
カ
　
・
こ

茶
⊥
2
プ
ん

飯
　
…
ツ
あ

ご
粉
力
．

“
栗
…
宜

飯
片
…
適

ご
　
・
ま
　
…

や
分
ご
塩

冷
杯
　
・
　
＼

・
3
プ
糖
2カップくらい

ほ

た
　
お

ち

ネ寸山はるいさん

（欝茎22騨）

　
お
や
つ
に
と
て
も
大
好
評

　
か
わ
い
い
ぼ
た
も
ち
が
、

の
孫
た
ち
を
待
っ
て
い
ま
す
。

と
集
ま
る
よ
う
な
時
や
、

あ
る
時
、

か
。　

わ
が
家
で
は
、

　
　
　
　
　
　
学
校
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
ち
ょ
つ

　
　
　
　
　
冷
や
ご
飯
の

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す

あ
ん
こ
を
冷
凍
し
て

お
く
の
で
短
時
間
に
作
れ
て
と
て
も
便

利
で
す
。
な
い
時
は
、
き
な
粉
を
使
っ

て
も
お
い
し
い
で
す
よ
。

〈
作
り
方
〉
①
冷
や
ご
飯
を
ボ
ー
ル
に

あ
け
、
茶
わ
ん
一
杯
弱
の
熱
湯
を
そ
そ

ぎ
十
～
十
五
分
ほ
ど
蓋
を
し
て
ふ
や
か

す
。②

①
に
片
栗
粉
を
混
ぜ
合
わ
せ
る
．
小

さ
め
に
丸
め
た
ら
沸
騰
湯
の
中
に
入
れ

て
ゆ
で
、
浮
き
上
が
っ
た
ら
網
じ
や
く

し
で
す
く
い
上
げ
皿
に
並
べ
て
お
く
。

③
香
ば
し
く
い
っ
た
ご
ま
を
す
り
、
好

み
の
味
に
砂
糖
・
塩
を
加
え
る
。

④
お
皿
に
ご
ま
を
敷
き
、
ご
飯
を
並
べ

た
上
に
更
に
ご
ま
を
か
け
る
。
あ
ん
こ

も
同
様
に
お
皿
に
盛
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

．地区の文化祭で東下組保育所のみんなとテレビでやっている。

ちびまる子の「おどるポンポコリン」を踊ったのよ。家中で見に

来てくれてうれしかったよ。上手に踊れたとほめられたのよ・

　　　●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

四日町保育園

　　　⑳グ

ゆ

麟
蕪　

皿
．
膵

　りんご園でお田さんの肩車

に乗って＼りんごをとって食

べたりおみやげにもしたのよ。

　　　　　　　　　安
　　　　　　　　　保

　　　　　　　　　佳

併
4
匿
γ
併
㌍
併
僻
㌍
墜
僻
匿
併
僻
膨
併
僻
優
僻
騨

、』」2湯
本
ハ

　
わ
た
し
は
二
十
八
の
時
に
桑
原
か
ら

こ
こ
に
嫁
に
来
た
ん
だ
ど
も
、
廿
日
城

と
い
う
の
は
こ
こ
に
出
城
が
あ
っ
た
か

ら
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
の
。
二
十
日

く
ら
い
で
引
き
上
げ
た
ほ
ど
の
城
と
い

う
意
味
か
昔
の
こ
と
で
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　
こ
こ
は
す
ぐ
そ
こ
が
信
濃
川
な
の
で
、

わ
た
し
が
嫁
に
来
た
頃
は
川
舟
の
発
着

所
が
あ
っ
て
、
こ
こ
で
荷
物
の
上
げ
下

ろ
し
を
し
た
そ
う
で
す
の
。
大
き
な
物

は
こ
こ
で
い
か
だ
を
組
ん
で
新
潟
ま
で

運
ん
だ
も
の
で
す
。
こ
の
地
区
に
は
船

頭
を
し
て
い
た
人
が
何
人
も
い
た
そ
う

で
す
が
、
昔
は
舟
の
事
故
も
あ
っ
て
、

　
　
　
　
も

亡
く
な
っ
た
人
も
何
人
も
い
た
よ
う
で

す
。
船
頭
さ
ん
に
は
泳
げ
な
い
人
も
か

ル
さ
ん

（
廿
日
城
・
84
歳
）

瀦

な
り
い
て
、
慎
重
に
舟
を
こ
い
で
い
た

と
い
う
よ
う
な
話
も
聞
い
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
。

　
そ
れ
か
ら
こ
の
辺
は
渡
し
も
ニ
カ
所

く
ら
い
あ
り
ま
し
た
。
栄
橋
が
出
来
た

の
が
昭
和
三
十
九
年
頃
で
し
た
か
の
。

そ
の
時
の
完
成
祝
い
の
花
火
大
会
が
珍

し
く
、
今
で
も
下
条
の
花
火
大
会
は
毎

年
続
い
て
い
ま
す
。

　
わ
た
し
は
学
校
を
出
る
と
銀
山
平
に

か
い
こ
の
手
伝
い
に
行
き
、
そ
の
後
岐

阜
の
大
垣
の
紡
績
工
場
に
就
職
し
ま
し

た
。
行
く
時
は
来
迎
寺
ま
で
歩
い
て
行

き
ま
し
た
。
六
年
く
ら
い
た
っ
た
時
に
、

お
ば
が
亡
く
な
り
葬
式
に
帰
る
ま
で
一

度
も
家
に
は
帰
り
ま
せ
ん
で
し
た
の
。

昔
は
銀
山
平
に
行
く
に
し
ろ
、
来
迎
寺

ま
で
行
く
に
し
ろ
、
歩
く
の
が
あ
た
り

ま
え
で
し
た
ん
が
の
。

　
お
父
さ
ん
は
昭
和
十
二
年
に
兵
隊
に

行
き
、
十
三
年
に
は
戦
死
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
わ
た
し
は
夏
は
百
姓
、
冬
は

小
千
谷
の
縮
み
を
織
っ
て
き
ま
し
た
の
。

　
今
は
畑
仕
事
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
や
遺

族
会
の
人
と
温
泉
に
旅
行
す
る
の
が
何

よ
り
の
楽
し
み
で
す
の
。

ユユとお．ガ詐3平成2年11月10日



市役所ぱ盈57－3111 ‘〒948チ歳町3－32　です1

税に関する中学生の

　　　標語入選者
　　　　　　　　　（敬称略）

》関東信越国税局長〈優秀賞〉

　近藤誠（下条中3年）

「新税制未来のためのパスポート」

》関東信越国税局長〈佳　作〉

　羽鳥明子（吉田中2年）春日里美

　（十日町中3年）

1〉十日町税務署長〈優秀賞〉

　西野真美子（南中3年）

》十日町税務署長〈佳　作〉

　岡村久美子（十日町中3年）大塚

　早苗（中条中3年）

下水道いろいろコンクール入賞者

「
ポ
ス
タ
ー
の
部
」

市
長
賞
高
橋
　
愛
さ
ん

　
　
　
（
川
治
小
4
年
）

》ポスターの部〈小学生：応募56点＞

市長賞：高橋愛（川治小4年）金賞：

矢野直樹（川治小5年）銀賞：斎木

幸彦（川治小5年）銅賞：島田恵利

子（西小6年）

　　　　　　　　（敬称略）

＜中学生：応募1点＞

市長賞：樋口巧（中条中2年）

1〉作文の部く小学生：応募6点＞

市長賞：小林由季（十日町小4年）

金賞：高橋佳代（十日町小4年）銀

賞：庭野里美（西小5年）銅賞：根

津ひとみ（十日町小6年）

》標語の部く小学生：応募485点＞

市長賞：蕪木三枝子（東小6年）金

賞：宮沢恵（十日町小4年）銀賞：

玉田有香（東小4年）本田悠希（十

日町小6年）銅賞：山田圭子（川治

小6年）高橋広樹（川治小6年）

　　　お待ちしています！

繕躰障請作服
　身体障害者福祉センターでは、身

障者が心をこめて作った作品の展覧

会を開きます。ご家族そろってお出

かけください。

■と　き　11月16日㈹午前9時～午

　後5時、11月17日（土〉午前9時～午

　後3時

■ところ　身体障害者福祉センター

　（塚原町）

■作　品　書道、版画、焼物、編物、

　手芸、生け花（力作がいっぱい展

　示され，ます）

難載　，90市民
講i灘灘

　　　スポーツテスト

　10月14日（日）に陸上競技場で「’90市

民スポーツテスト」が行われました。

　汗ばむほどの晴天に恵まれ、参加

者全員が自分の体力の限界に挑戦し

ました。

　　ご協力ください！

土地の立入り
　市では、ほ場整備事業に伴う調査、

測量を行いますので、関係区域の皆

さんのご協力をお願いします。

■区域十日町下島地区および四

　日町下島地区

■期間　11月1日（木）～平成3年3

　月31日（日）

■立入り者　農林課職員および測量

　業者

■問い合わせ農林課農地開発係

　（盈内線336・338）へ。

ブリングアップリゾートフォーラム

リゾート座談会
■と　き　11月20日（幻午後6時30分

　～9時30分

■ところ　クロス10大ホール

■座談会出席者　梅田健次郎（㈱当

　間高原リゾート社長）、長屋由紀

子（ホテル・ガルニ山中湖経営者）、

福島至（専業養蚕家）、大田朋子

　（フリーライター）、尾身孝昭（㈹

十日町青年会議所理事長）

■参加費

■主　催

市民体育館・総合体育館國固利用

11月の体育施設無料開

放日は24日（土）です。

無　料

㈹十日町青年会議所

■後期　11月～4月

日 月 火 水 木 金 土

PM5130 念軟

市
民
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　※専用の予約が入っていない場合には、個人券、年間券の人も使用できます。

㊥…その曜日の種目が練習できます。
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心の健康相談
　ノイローゼ気味で眠れない。酒の

量が増え、まわりに迷惑をかけるな

どの悩みをお持ちの人は、お気軽に

おいでください。希望の人は事前に

申し込みください。

■と　き　11月27日（幻午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

■担当医　柳沼医師（五日町病院）

■申し込み　十日町保健所（盈57－

　2400）または保健衛生課保健衛生

　係（智内線138）へ予約ください。

断酒のつどい
　一人ではやめられない酒を、仲間

で励まし合って断酒道に励んでいる

会です。お気軽においでください。

　希望の人は事前に申し込みくださ

いo

■と　き　11月30日㈹午後1時30分

　～3時

■ところ　十日町保健所

臨申し込み　十日町保健所または保

　健衛生課保健衛生係へ予約くださ

　い○

　　一日金融公庫を開設します
　　　　　　と　き　：11月22日㈱午前10時30分～午後2時

　　　　　　ところ　：十日町商工会議所

　十日町商工会議所と国民金融公庫長岡支店では、合同で「一日公庫」を開き

ます。

　年末商品の仕入れや買掛・手形決算・ボーナスなどの運転資金、店舗改装、

機械購入などの設備資金等が必要な人は、どうぞお気軽にご相談ください。申

し込みから借り入れまでの手続きは簡単です。

　また、今月から受付が始まった平成3年春に進学される人を対象とした「国

の進学ローン」の相談も承ります。

■問い合わせ　十日町商工会議所（盈57－5111）または国民金融公庫長岡支店

　（盈0258－36－4360）へ。

　　　　　　　　　＜融資のご案内＞

　・年末事業資金・
　長期低利の公庫資金を活用してく

ださい。

■融資額　3，500万円以内（特定設備

　資金5，200万円以内）

■融資期間　運転資金…5年以内。

　　　　　設備資金…10年以内。

　　　（特定設備資金…20年以内）

■その他　上記の融資期問を超える

　取り扱いを希望する場合は、ご相

　談ください。

＝　交通擾全キャ謬ベーン

囹飲酒運転は絶対ダメ！

　これから忘年会のシーズンとなり飲酒

をする機会が多くなり

ます。飲んだら乗るな、ひf　　N“

乗るなら飲むな…を
　　　　　　　　　　　　　　ρ
守りましょう。

10月中の交通事故発生状況（）は累計

篇　町　村 発盤傑数 負傷者数 死者数

十日町市
平成2年 29（167） 36（211） O（4）

平成元年 34（182） 37（199） 1（7）

川西町
津南町
中里村

平成2年 10（77） 10（84） 1（3）

平成元年 15（87） 15（102） 1（5）

計
平成2年 39（244） 46（295） 1（7）

平成元年 49（269） 52（301） 2（12）

　　　　　　道路横断中に衝突

　　　　　10月21日（日）午後4時15分ご

　　　　ろ、下条4丁目地内の国道117

号線で34歳の男性が運転する普通乗用車

と道路横断中の36歳の男性が衝突し、頭

部に負傷しました。夕暮れ時は、事故が

発生しやすくなります。お互いに安全確

認をいたしましょう。

＊国の進学ローン＊
　来春、高校・専門学校・大学等に

進学を予定している人の保護者の皆

さん、お気軽にご利用ください。

■融資額　一進学者あたF）100万円以

　内。

■融資期間　5年以内（大学等修業

　年限が4年以上の人は6年以内）

■保証人　㈲進学資金融資保証基金

　または保証人一人以上。

■返済方法　毎月元利均等返済。

くみ取りの申し込みはお旱めに
　毎年、降雪の前になるとトイレのくみ取｝）が、大変に混み合います。こ

の時期は、計画収集をしますので早めに申し込んでください。

　また、下水道工事等でトイレを改造するときは、工事前にくみ取りが必

要ですので工事日時を決める際は、余裕を持って業者に相談してください。

　　　＜くみ取り業者＞

◎㈲するがや清掃

◎津南清掃社
◎下　条　清掃

◎㈲川西クリーン

奮52－2018

盈52－3707

盈55－2046

智68－2428

11月12日（月）のゴミ収集は、

計画表のとおり収集します。

　（衛生施設組合盈52－3924）

塵夢＋日町新雪ジ郷グ罵眞ソン大会鯉

ふるさ一一…蟻鑑嶽論
スタート：3年1月2酬・畿．翻、鞭，翻麗灘……翻．．，聾

始
式
所
ス

欄
会
錫
・

受
開
集
コ

■
　
■
　
■
　
■

■参加費
■締め切り

■申し込み

午前8時30分～
午前10時

十日町中学校体育館

15km：十日町中学校

10km：十日町中学校

5km：十日町中学校

3km：十日町中学校

一般：2，000円

㌔　　　灘灘．一，．蝋瀬i……1……

国道252号市之沢橋折り返し

国道252号北原丁字路折り返し

中条上町十字路折り返し

五軒新田折り返し

　　　　　　　高校生以下：1，000円（申込時に納入）

12月10日（月）。郵送（現金書留）は当日消印有効。

総合体育館（新雪マラソン大会事務局智52－4377）へ。
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癬！業鵜註
感諜雑
1…　纂辮　　繍ノ楚
　　モンペ考

　
や
ま
は
か
ま

　
山
袴
の
一
種
カ
ル
サ
ン
は
、
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
ズ
ボ
ン
風
の
カ
ル
ソ
ー

か
ら
転
じ
た
も
の
と
い
わ
れ
、
タ
ッ

ツ
ケ
は
武
士
の
狩
猟
着
で
あ
り
、
モ

ン
ペ
も
同
類
の
も
の
で
、
古
く
か
ら

用
い
ら
れ
て
い
た
。

　
県
内
で
モ
ン
ペ
は
岩
船
と
蒲
原
の

山
地
で
用
い
て
い
た
が
、
魚
沼
に
は

な
ぜ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
十

日
町
で
モ
ン
ペ
を
は
く
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
戦
時
中
の
竹
槍
訓
練
の
こ

ろ
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
吉
田

地
区
で
は
、
昭
和
十
年
こ
ろ
か
ち
膝

か
ら
下
が
細
目
の
サ
ン
パ
ク
を
は
い

て
い
た
人
た
ち
が
お
ら
れ
た
。

　
樽
沢
の
春
日
貞
さ
ん
の
父
親
は
東

蒲
・
西
川
村
の
駐
在
巡
査
で
あ
っ
た
。

兄
上
の
樋
渡
尚
理
さ
ん
が
樽
沢
校
の

先
生
で
あ
っ
た
御
縁
で
、
昭
和
八
年

貞
さ
ん
は
忠
吉
さ
ん
と
結
婚
さ
れ
た
。

　
貞
さ
ん
は
ヤ
マ
ヘ
出
る
時
、
嫁
入

り
道
具
の
中
に
あ
っ
た
東
蒲
原
系
の

サ
ン
パ
ク
を
は
い
て
お
ら
れ
た
。
そ

の
こ
ろ
の
婦
人
の
作
業
着
は
、
ヤ
マ

着
物
に
腰
巻
で
あ
っ
た
。
春
日
麹
屋

の
嫁
さ
ん
の
サ
ン
パ
ク
は
、
ブ
ト
に

刺
さ
れ
ず
仕
事
も
し
や
す
い
と
い
う

こ
と
で
、
作
り
方
を
教
わ
っ
て
近
隣

に
普
及
し
た
も
の
で
あ
み
。

　
大
正
十
一
年
、
十
日
町
実
科
女
学

校
が
開
校
さ
れ
た
。
村
上
か
ら
来
ら

れ
た
永
井
先
生
の
奥
さ
ん
は
、
村
上

系
の
モ
ン
ペ
を
は
い
て
お
ら
れ
た
。

　
同
年
九
月
、
十
日
町
へ
移
り
住
ん

だ
郡
役
所
の
新
宮
技
手
の
奥
さ
ん
は

村
上
の
生
ま
れ
で
、
洗
濯
な
ど
の
時

モ
ン
ペ
を
は
い
て
い
た
が
、
近
所
へ

は
波
及
し
な
か
っ
た
。

　
こ
の
年
の
晩
秋
、
小
学
校
一
年
生

で
あ
っ
た
筆
者
が
モ
ン
ペ
を
は
い
て

登
校
し
た
。
ジ
ロ
ジ
ロ
と
見
ら
れ
、

便
所
に
ま
で
つ
い
て
来
ら
れ
た
恥
ず

か
し
い
一
日
を
思
い
出
し
て
い
る
。

モンペサンパク

8

　
盲
人
文
化
祭
（
川
柳
の
部
）
で

　
　
　
　
　
　
県
知
事
賞
受
賞

　
　
　
山
　
ロ
ミ
ツ
さ
ん

　
　
　
　
（
本
町
6
－
2
・
6
6
歳
）

　
十
月
七
日
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南
で

開
か
れ
た
第
四
十
一
回
盲
人
文
化
祭

で
山
口
さ
ん
は
、
愛
を
テ
ー
マ
に
し

た
川
柳
の
部
で
県
知
事
賞
を
受
賞
、

短
歌
の
部
で
第
二
位
と
い
う
輝
か
し

い
成
績
を
収
め
ま
し
た
。
知
事
賞
受

賞
作
は
、
信
号
待
ち
の
気
持
ち
を
ロ

マ
ン
チ
ッ
ク
な
歌
に
ま
と
め
た
も
の

で
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

　
戦
時
中
東
京
の
軍
需
工
場
へ
働
き

に
行
き
、
過
労
と
栄
養
不
足
で
目
を

悪
く
し
ま
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
か

ら
六
年
間
新
潟
盲
学
校
で
は
り
、
灸
、

　
　
受
賞
作
　
　
愛
告
げ
て

と砺ま妙自然
　　　（理科センター）

鯉ナラタケ臨幽．

　
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
勉
強
を
し
今
日
ま
で

　
一
心
不
乱
に
働
き
続
け
て
き
ま
し
た
。

自
分
に
は
子
供
も
な
く
、
生
き
が
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
あ
か
し

や
生
き
て
来
た
証
を
形
に
残
し
た
い
、

と
い
う
思
い
で
四
十
九
年
か
ら
公
民

館
で
短
歌
を
習
い
始
め
ま
し
た
。

　
最
初
は
う
ま
く
で
き
ず
何
回
も
や

め
よ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
先
生
や

仲
間
に
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
受
賞
や
本
に
綴
り
、
生
き
て
き
た
証

　
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
父
の

思
い
出
を
歌
に
し
て
い
き
た
い
」
と

情
熱
を
傾
け
る
山
口
さ
ん
で
す
。

今
シ
グ
ナ
ル
の
　
青
を
待
つ

～

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
シ
　
ら
　
　
　
　
、
、
探
　
　
・

　標準和名のほか、アマンダレ

など数多くの地方名があるキシ

メジ科のキノコです。

　古くから多くの人々に食べら

れてきた有名なキノコの一つで

全く癖がなくどんな料理にも使

える万能型のキノコです。

　主に広葉樹の切り株や倒木、

埋もれ木などに群がって発生し、

見つけるには「林道の路肩を探

せ」と言われていま．す。

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　
先
日
、
今
年
に
な
っ
て
初
め
て
バ
イ
ク

ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

年
は
仕
事
が
変
わ
っ
た
り
で
な
か
な
か

行
け
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
赤
や
黄
色

の
ち
ょ
う
ど
盛
り
の
紅
葉
の
中
を
バ
イ

ク
で
走
れ
て
満
足
、
満
足
。
お
ま
け
に

露
天
風
呂
と
た
っ
ぷ
り
量
の
い
わ
な
料

理
に
と
、
秋
を
満
喫
し
て
き
ま
し
た
。

露
天
風
呂
は
混
浴
だ
っ
た
の
で
す
が
、

女
性
は
入
口
ま
で
し
か
来
な
か
っ
た
の

が
ち
ょ
っ
と
残
念
…
…
。
し
っ
か
り
と

英
気
を
養
い
、
さ
て
市
報
の
編
集
に
と

思
っ
て
い
た
ら
、
突
然
の
選
挙
で
選
管

事
務
室
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

係
長
は
国
勢
調
査
の
方
が
忙
し
い
の
で
、

当
分
の
間
、
㊧
が
一
人
で
市
報
を
作
る

こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。
取
材
の
お
願

い
の
電
話
が
行
き
ま
し
た
ら
、
暖
か
い

ご
協
力
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　
①
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